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Abstract
　Companion animals (CA) are becoming 
commonplace in modern people. Unlike the 
concept that is usually called "pet", they are CA 
represented by "dogs" who are more closely 
connected to people as "family". There are many 
reports on the effects of animals on people, and 
due to the generalization of CA, positive effects on 
breeders and their families are being accumulated 
as knowledge. Specifically, there are research 
results that not only provide mental healing and 
vitality, but in some cases, are also effective in 
improving disorders and diseases. On the other 
hand, however, as a result of excessive inclination 
to CA, negative aspects such as multi - headed 
breeding and abandonment of breeding are 
also seen, and finally the local government will 
take certain disposals. Although CA has a large 
amount of research accumulated from veterinary 
medicine and psychology, it cannot be denied the 
lack of research done from the viewpoint of other 
social sciences. This paper analyzed the minutes 
of Kanagawa prefecture and Yokohama city based 
on the classification of various problems. CA 
became a family, and it became indispensable to 
treat it as a person. At the same time, the number 
of issues has increased and the institutional 
framework of laws and regulations is being 
developed, but in reality, there are many issues 
such as "disaster countermeasures", and NPOs and 
other organizations are also taking measures such 
as abandonment of breeding and multi-headed 
breeding. This is the situation in which it is being 
operated with the support of the private sector, 
volunteers, etc., suggesting the need for various 
collaborations.
Keyword: Companion animal, Non-economic 
animal, Become like a family, Animal 
welfare management law, Disaster 
response
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　第 1 章において、これまでの CA に関連する先行研究
について概観して、第 2 章においては CA の増加に伴っ
て発生する諸課題についてインタビュー調査を交えて検




















































　2017 年 10 月現在、全国民の 20 代～ 70 代の全国の犬




である犬と猫を合わせると実に 1,800 万頭を超え、7 人
に 1 人は犬か猫を飼っている計算になる。本稿において
は、このように、CA の飼い主が増加している、もしく
は CA が増加している状況を、「CA の一般化」と定義
する。
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表 1-1　犬の登録数の推移（1960 － 2004 年）
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決するというわけではない（中島 2015：45、金 2006）●4）。 
 動物の死は人に与えるストレス度が高く、心身、体調面の不調を引き起こす。これがペットロ
スであり（中島 2015，木村ほか 2016）、女性の方が男性よりもペットロスに陥りやすい。CA を
喪失したときに、飼い主は家族の一員を亡くしたような悲しみに陥る。これは、対象（CA）喪失
に伴う悲哀であると考えられている（濱野 2007）。 
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コンパニオンアニマルの関係性が無視される背景にある
（梶原 2018）。災害時は避難所への CA の同行避難の課
題もある 9）。飼い主と隔離された CA の扱いについては、
なおのこと正解を見出すことは難しいと考えられる。
2.3　医療の課題
　犬の平均寿命は 14.3 歳、猫は 15.3 歳である。生まれ
たばかりの犬とかかわるとすれば、長期にわたり人と犬










































2015 年度の年間殺処分数は犬・猫合計で約 8.2 万頭（犬
1.6 万頭、猫 6.7 万頭）といわれている。これは、一日に
換算すると殺処分される犬・猫が 225 頭にのぼる。
　とはいえ、過去 10 年間の推移をみると、前述したよ
うに、殺処分数は 3 分の 1 以下に減少している。この背
景には、保健所の引取り数の減少や、引取り数に対する
殺処分の割合（殺処分率）の減少がある。2015 年度の保
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・ 期間：2019 年 11 月～ 2020 年 1 月
・ 対象：首都圏在住で犬を飼育する 13 名（表 2-3：男性

















































区分 年代 同居者 飼育歴 職業 インタビュー時間
男性 1 30 代 有 2 年 会社員 38 分
男性 2 40 代 有 5 年 自営業 29 分
男性 3 30 代 無 3 年 会社員 30 分
男性 4 60 代 有 8 年 会社員 51 分
男性 5 40 代 有 6 年 会社員 39 分
男性 6 50 代 有 7 年 会社員 48 分
男性 7 20 代 無 2 年 学生 26 分
女性 1 20 代 無 5 年 学生 39 分
女性 2 50 代 有 8 年 主婦 32 分
女性 3 30 代 無 3 年 会社員 31 分
女性 4 40 代 有 8 年 会社員 53 分
女性 5 30 代 有 6 年 会社員 35 分
女性 6 40 代 無 7 年 会社員 28 分
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フランスでは 1850 年「1850 年 7 月 2 日法：グラモン法」
のなかで、動物虐待の処罰規定があり、その後通常の刑
法のなかに規定される。「1970 年 7 月 9 日法」「1976 年 7
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管理条例」（1979 年 10 月 31 日条例第 35 号）においては
以下のように構成されていた 13）。
神奈川県動物保護管理条例
第 1 章 総則（第 1 条～第 5 条）
第 2 章 指定動物の飼養許可（第 6 条～第 12 条）
第 3 章 動物販売業（第 13 条・第 14 条）
第 4 章 指定動物等の飼養者の義務（第 15 条～第 20 条）
第 5 章 野犬等の収容等（第 21 条～第 24 条）
第 6 章 措置命令（第 25 条）
第 7 章 雑則（第 26 条～第 31 条）
第 8 章 罰則（第 32 条～第 35 条）
　この条例は 2000 年に名称改正されて、構成も一部変








































ム」により、2015 ～ 2019 年：「ペット」による合致件数，












第 7 章 雑則（第 26 条～第 31 条） 
第 8 章 罰則（第 32 条～第 35 条） 








 他方、横浜市は「横浜市動物の愛護及び管理に関する条例」（2006 年 3 月 15 日条例第 17 号）
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2019 年：「ペット」による合致件数，計 57 件（2019 年





































































により、2015～2019 年：「ペット」による合致件数，計 57 件（2019 年 8 月：閲覧）を、「神奈川





















図 3-3 横浜市議会議事録「ペット」合致頻出カテゴリー 
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CA としての素質を備えていたといえる（テンプル、キャサリン 2011：40）。 
CA の飼い主 市  民 
[CA 飼い主以外] 
行  政 
（基礎自治体） 
飼い主を含めた細部に渡るケア・
























































　2020 年 9 月、長期政権が終焉を迎え、衆議院議員選挙
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1） 本調査で示されている飼育形態の詳細は、屋内のみで飼われている犬は飼育犬の 85.2％、屋外のみで飼われている犬は 9.1％、屋
内と屋外両方で飼われている犬は 3.7％であり、犬の飼育が屋内で行われることが主流であることがわかる。2000 年代初頭の研究

























10） ネコの年齢：猫の 1 歳は人の 15 歳、2 歳で 24 歳、その後予防などをしている室内猫は毎年、4 歳ずつ歳をとり、人のケアの全く
ない屋外猫は 8 歳ずつ歳をとる計算になる。猫の 10 歳は室内飼育で 56 歳、屋外猫で 88 歳になる。このように、環境や予防で大
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